
壁

介紹

農
の
宗
教
的
背
景
に
つ
い
て
、
春
日
茂
男
氏
が
衰

退
産
業
地
域
の
発
生
と
代
替
産
業
導
入
の
問
題
点

に
つ
い
て
、
川
崎
健
史
氏
が
滋
賀
県
瀬
田
大
萱
工

業
団
地
の
計
画
調
査
に
つ
い
て
、
川
端
弘
氏
が
湖

西
高
島
郡
の
綿
織
物
工
業
地
の
生
産
基
盤
と
企
業

系
列
化
の
問
題
に
つ
い
て
、
松
下
清
雄
氏
が
人
間

生
活
に
プ
ラ
ス
や
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
様

々
な
宗
教
に
つ
い
て
執
筆
し
て
い
る
。

　
次
に
文
化
・
民
族
地
理
の
分
野
で
は
、
宮
畑
已

年
生
氏
が
滋
賀
県
下
の
山
間
二
集
落
に
お
け
る
宮

座
と
そ
の
内
都
で
の
家
格
に
つ
い
て
、
岩
田
慶
治

氏
が
主
と
し
て
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
諸
民
族
の
カ
ミ

や
精
霊
に
関
す
る
観
念
に
つ
い
て
、
米
倉
二
郎
氏

が
水
稲
作
起
源
地
に
関
す
る
学
説
展
望
に
つ
い
て
、

石
川
栄
吉
氏
が
オ
セ
ア
ニ
ア
の
マ
ル
ケ
サ
ス
原
住

民
の
食
生
活
に
つ
い
て
、
石
田
寛
氏
が
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
白
豪
主
義
の
形
成
と
変
貌
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
論
文
を
執
筆
し
て
い
る
。

　
歴
史
地
理
の
分
野
の
論
文
と
し
て
は
、
日
本
に

関
す
る
も
の
で
は
、
縄
文
式
時
代
の
沖
積
地
質
学

的
編
年
に
つ
い
て
の
神
尾
開
正
氏
の
も
の
、
関

東
・
中
部
地
方
に
お
け
る
鎌
倉
街
道
の
分
布
と
遺

跡
に
つ
い
て
の
河
部
正
道
氏
の
も
の
、
地
割
か
ら

見
た
江
芦
城
下
町
の
成
立
に
つ
い
て
の
柴
田
孝
夫

氏
の
も
の
、
紀
州
の
藩
政
村
名
の
分
類
と
そ
の
分

布
に
つ
い
て
の
近
藤
忠
氏
の
も
の
、
「
土
佐
州
郡

志
」
に
よ
る
藩
政
村
の
形
態
と
規
模
に
つ
い
て
の

山
崎
群
島
の
も
の
、
古
西
近
江
路
に
沿
う
堅
太
部

落
の
歴
史
交
通
地
理
学
的
性
格
に
つ
い
て
の
藤
岡

謙
二
郎
氏
の
も
の
が
あ
り
、
外
国
に
関
す
る
も
の

と
し
て
は
、
中
世
西
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ク
植
民
と

街
村
プ
ラ
ン
に
関
す
る
ニ
ッ
ツ
説
の
検
討
に
つ
い

て
の
水
津
一
朗
氏
の
も
の
が
あ
る
。

　
ま
た
、
地
誌
的
分
野
の
論
文
と
し
て
は
、
木
村

憲
治
氏
の
琵
琶
湖
内
の
中
之
湖
の
変
貌
に
つ
い
て

の
も
の
と
、
浅
井
辰
郎
氏
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
文

化
と
気
候
変
化
に
つ
い
て
の
も
の
が
あ
る
。

　
以
上
の
諸
論
文
の
ほ
か
に
、
巻
末
に
は
小
牧
博

士
の
年
譜
と
著
作
目
録
と
が
付
せ
ら
れ
、
前
掲
の

門
下
生
の
論
文
の
多
彩
さ
と
共
に
、
博
士
の
学
徳

の
広
さ
を
余
す
所
な
く
示
し
て
い
る
。
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①
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ひ
q
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鴨
舘
あ
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暦

け
①
け
く
O
切
α
㊤
U
Φ
葺
ω
O
び
Φ
ゆ
周
O
お
O
プ
ニ
ト

β
ひ
q
ω
ひ
q
①
糞
Φ
貯
ω
畠
効
控
0
8
ぴ
q
轟
覧
は
ω
o
｝
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N
Φ
詳
ω
9
二
拝
b
ご
Φ
騨
①
沖
ρ
戦
争
Φ
ω
び
巴
窪

6
①
Q
Q
．

　
こ
こ
　
○
年
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
集
落
・
農
業

地
理
学
者
は
、
数
次
に
わ
た
る
国
．
際
的
な
共
同
討

議
を
こ
こ
ろ
み
て
き
た
。
　
本
書
は
、
　
ナ
ン
シ
ー

（一

繻
ﾜ
七
年
）
、
ヴ
ェ
ド
ス
テ
ナ
（
六
〇
年
）
、

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
（
六
四
年
）
に
つ
い
で
、
一
九
六

六
年
六
月
目
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
た
研

究
の
内
容
を
収
録
し
た
も
の
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
〉
ゆ
菊
■
渥
．
切
⇔
評
。
財
「
中
世
ケ
ン
ト

に
お
け
る
農
地
」
は
、
中
世
史
料
を
厳
格
1
7
↑
ふ
ま

え
て
、
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
農
地
と
の
相
違
を
立
証
し

た
も
の
。
フ
ラ
ン
ス
の
℃
』
琢
已
ρ
簿
「
バ
ス
ノ
ル
マ

ン
デ
ィ
に
お
け
る
ボ
カ
ー
ジ
．
一
」
、
男
罫
0
3
、
「
カ

ム
パ
ー
ニ
ュ
　
デ
ュ
　
ベ
リ
の
景
観
と
経
済
」
、
諺
■

竃
①
団
巳
。
目
「
ブ
レ
ト
ン
の
地
層
」
、
㎏
・
勺
鴬
野
Φ
二

六
－
八
世
紀
の
ロ
レ
ー
ヌ
に
お
け
る
測
量
法
」
、

×
．
二
Φ
勺
冨
葺
。
｝
「
ロ
レ
ー
ヌ
農
村
集
落
の
北
限
」
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は
、
い
ず
れ
も
フ
ラ
ン
ス
学
派
の
伝
統
的
手
法

を
駆
使
し
た
も
の
。
　
さ
ら
に
ベ
ル
ギ
ー
の
O
冒

O
訂
冨
江
即
昌
㏄
「
ベ
ル
ギ
ー
の
ワ
ロ
ン
地
方
に
お
け

る
孤
立
農
㎜
圃
」
、
〉
陰
く
①
弓
げ
三
馨
「
中
冊
一
フ
ラ
ン
ド

ル
に
お
け
る
農
村
景
観
」
が
あ
り
、
デ
ン
マ
ー
ク

の
ρ
O
♂
。
・
甦
コ
七
〇
〇
年
以
前
の
ゼ
ー
ラ
ソ

ト
の
一
二
圃
農
業
」
は
、
　
一
三
世
紀
に
こ
の
農
法
の

痕
跡
が
分
散
的
に
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
普
及
は
一

六
世
紀
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
実
証
し
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
O
．
国
ま
の
雄
馬
コ
七
〇
〇
年

頃
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
集
落
」
は
、
一
〇
戸
以
上
の

集
落
は
こ
の
地
方
で
は
大
集
落
で
、
南
部
の
旧
デ

ン
マ
ー
ク
領
に
多
い
こ
と
、
北
欧
独
特
の
「
太
陽

分
割
制
」
と
大
集
落
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
蓋
然

性
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
冨
●
醗
δ
零
N
①
ぞ
ω
閃
ρ
N
巴
⑦
ω
げ
ρ

「
ナ
メ
ツ
フ
ツ
ニ
地
方
に
お
け
る
農
村
集
落
形
態
」

で
は
、
一
六
世
紀
王
領
地
の
規
則
正
し
い
平
行
状

の
三
尊
農
地
や
、
よ
り
古
い
二
恩
農
地
の
存
在
が

注
目
を
ひ
く
。

　
主
催
園
ド
イ
ツ
で
は
、
頃
・
O
村
①
⑦
ω
「
集
落
の
荒

馬
過
程
扁
、
巧
・
じ
暮
N
「
チ
ロ
ル
に
お
け
る
農
業
集

落
し
、
ノ
＜
．
U
■
u
り
こ
（
「
ヴ
．
一
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
コ

イ
パ
i
山
地
に
お
け
る
集
落
発
達
の
比
較
研
究
」
、

イ
く
「
ω
℃
貧
＝
旨
α
q
「
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
け
る
集
落

形
態
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
手
堅
い
形
態
発
生
学
の

手
法
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
。
　
署
・
鵠
㊤
鍵
富
σ
q
鉱

「
北
海
海
岸
地
方
の
先
史
集
落
形
態
」
は
発
堀
成

果
に
も
と
づ
い
て
、
住
居
形
式
・
盛
土
の
成
立
・

紀
元
前
五
i
六
世
紀
の
散
村
や
小
村
を
は
じ
め
と

す
る
集
落
形
態
の
変
化
・
経
済
生
活
の
推
移
な
ど

を
推
定
し
た
も
の
。
芝
．
国
⇔
鉾
①
霞
。
筈
　
「
近
東

に
お
け
る
紐
状
ブ
ロ
ッ
ク
農
地
と
開
拓
」
と
㍗
出
・

乞
搾
N
「
北
イ
ン
ド
に
お
け
る
農
村
集
落
」
は
、
ヨ

ー
μ
ッ
パ
集
落
研
究
の
観
点
を
ア
ジ
ア
に
ひ
ろ
げ

た
も
の
で
、
農
地
形
態
と
古
オ
ス
マ
ン
法
、
灌
概

施
設
、
開
拓
な
ど
の
関
連
が
と
く
に
注
目
さ
れ
る
。

　
研
究
対
象
や
方
法
に
は
国
ご
と
の
ち
が
い
が
あ

る
が
、
相
互
の
討
議
を
重
ね
て
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
集
落
、
農
地
を
共
通
し
た
発
展
系
列
の
上
に
位

置
づ
け
よ
う
と
す
る
努
力
の
跡
が
感
ぜ
ら
れ
ろ
。

最
後
に
付
せ
ら
れ
た
瓢
・
q
誤
σ
q
と
ρ
に
窪
窪

の
「
農
業
景
観
の
術
語
に
関
す
る
調
査
討
議
の
報

告
」
に
も
、
こ
う
し
た
配
慮
が
明
白
で
あ
り
、
と

く
に
後
者
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
農
地
・
ゲ
ヴ
ァ
ン
（
耕

区
）
・
ア
ル
メ
ン
デ
（
入
会
地
）
な
ど
に
精
密
な
細

分
類
を
こ
こ
ろ
み
、
概
念
の
統
一
を
企
て
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
津
｝
朗
）

青
銅
遺
物
図
録

　
　
i
一
八
・
一
五
後
手
集
t

　
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
初
期
金
属
文
化
の
研
究
は
、

関
係
資
料
の
大
幅
な
増
加
も
あ
っ
て
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
後
、
と
く
に
最
近
の
十
年
間
に
、
め
ざ

ま
し
い
発
展
と
げ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
南
北
に
共

通
す
る
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
『
青
銅
遺
物
図
録
』

に
は
、
韓
国
の
国
立
博
物
館
が
一
九
四
五
年
八
月

十
五
日
以
降
に
蒐
集
し
た
出
船
製
遺
物
の
う
ち
、

初
期
金
属
文
化
に
関
す
る
主
要
な
も
の
を
選
ん
で

収
め
て
あ
る
。
欝
欝
の
「
学
術
資
料
集
」
第
一
冊

と
し
て
一
九
六
八
年
末
に
発
刊
さ
れ
た
。

　
写
真
図
版
三
十
三
枚
。
実
測
図
図
版
二
十
二
枚
、

巻
末
の
解
説
十
九
頁
の
こ
の
図
録
に
は
、
出
土
地

点
ご
と
に
同
時
に
見
出
さ
れ
た
遺
物
を
網
羅
し
て

収
め
た
こ
と
、
写
真
だ
け
で
な
く
実
測
図
多
数
を

入
れ
た
こ
と
、
郷
説
文
の
な
か
に
繊
麗
遺
跡
に
関

す
る
詳
し
い
記
述
が
あ
る
こ
と
な
ど
編
者
の
工
夫

の
あ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
考

古
学
者
に
と
っ
て
あ
り
が
た
い
の
は
、
下
土
地
点

と
出
土
状
態
が
明
確
な
一
括
遺
物
群
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
一
揺
遺
物
群
十
一
件
が
、

本
図
録
の
大
半
を
占
め
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ

れ
ら
の
な
か
に
あ
っ
て
、
特
に
、
こ
れ
か
ら
の
学
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